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中山間地域におけるスマート農業活用事例②
津別町

※このあと、JA津別 有岡様に詳しくご紹介いただく予定です



‐ 35 ‐

携帯不感地域が多く存在
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津別町 最上地区で LoRaWAN を用いた RTK 伝送にトライ

８月２３日ＪＡ会議室にて３５名出席のもと、令和５年度第２回津別
スマート農業普及コンソーシアム会議を開催しました。会議内容は、
有岡嘱託より経過報告を行い、ＮＴＴコミュニケーションズ北海道支
社 齋藤智巳主査と（株）インターネットイニシアティブ（ＩＩＪ）
齋藤透本部長が、各機器の説明と今後のスケジュールを説明しました。
今後のスケジュールとして、気象センサーの設置やＷｉ‐Ｆｉ環境比
較検証等を実施し取り進めて行きます。 不感地帯のモデル地区であ
る最上地区に移動し現地説明会を行いました。水位センサー・ＲＴ
Ｋ・ＬｏＲａＷＡＮ（ローラワン）が不感地帯においても作動するこ
とを確認しました。

https://blog.jatsubetsu.or.jp/2023/09/blog-post_13.html
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携帯不感地域である最上地区で、LoRaWANを用いてRTKによる自動操舵を実

現する試みにトライ中。

津別町 最上地区で LoRaWAN を用いた RTK 伝送

Ntrip 配信システム

インターネット Bluetooth シリアル

携帯エリア内での通常の利用構成

Ntrip
配信システム

インターネット
シリアル

携帯エリア外でLoRaWANを利用した構成

RTK
受信機

LoRaWAN
基地局

LoRaWAN

携帯不感エリア

BT-シリアル変換
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中山間地の通信インフラ整備に向けた
国・自治体の支援制度
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農水省 農業農村情報通信環境整備準備会
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農水省 情報通信環境整備準備会 モデル地区支援スキーム
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総務省地域デジタル基盤活用推進事業



岩見沢市 情報政策部長黄瀬信之様 作成資料より
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IIJの中山間地スマート農業への取組



■ IIJ IoTの取組領域

IIJ スマート農業システム MITSUHA のご紹介 45(C) Internet Initiative Japan Inc. 2023

クラウドサービス

ネットワークサービス

機器・設備・センサー・カメラ

エッジ・エッジデバイス
IoTゲートウェイ機器・産業用PC・LoRaWANゲートウェイ機器

独自デバイスエージェント

IIJ IoTサービス(IoTプラットフォーム) (デバイス/NW管理・データ活用 IoT共通基盤)

産業IoTセキュアリ
モートマネジメント

特定分野・業務

IIJ水管理プラット
フォーム

独居ケア
アシスタント

5G / Local 5G LTE / LTE-M LoRaWAN WAN/VPN

セキュア(閉域)ネットワーク

HCCAP
ソリューション

DX Edge
(エッジDC/マイクロDC)

スマートメーター
Bルート

eSIM・SoftSIM・ChipSIM

IIJ Japan-East

流通・小売 建設 物流
産業(製造業) エネルギー農業・防災 ホーム・見守り



■サービス概要

IIJ スマート農業システム MITSUHA のご紹介 46(C) Internet Initiative Japan Inc. 2023

●施設園芸スマート化●水稲作スマート化

●鳥獣害対策●RTK基地局整備

地域全体のスマート化
（省力化・担い手確保・魅力ある産地づくり）

●農業用水・ため池監視 ●分水工・排水機場監視

老朽インフラのスマート化
（インフラ高度化・防災対応）

地
域
の
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る
課
題
（
ニ
ー
ズ
）

地域課題の調査・整理

課題解決へ向けた
整備計画提案

通信環境・機器類構築
（設置工事・活用定着化支援）

運用開始後の保守・サポート

地
域
全
体
の
ス
マ
ー
ト
化
に
よ
り
一
斉
に
解
決

IIJが課題解決へ向け
トータルにサポート

農業経営体
新規就農者

●収量・品質を
安定化したい

●省力化したい

地方自治体

●防災(水害)対応
を強化したい

●古いインフラを
スマート化したい

●鳥獣害被害が
増えた

土地改良区

●インフラ管理を
省力化したい

●配水管理を効率化
したい

JA 生産部会

●強い産地を
作りたい

●栽培技術を
次世代へ
伝承したい

財政措置の支援
（補助金のご紹介）

IIJの有するLoRaWANネットワークの整備・運用ノウハウを活かし、地域インフラの省力化・高度化や
スマート農業を起点とした、地域活性化に資する地域全体の「スマート化」をサポートします。



■実現できること

IIJ スマート農業システム MITSUHA のご紹介 47(C) Internet Initiative Japan Inc. 2023

統合管理
ダッシュボード
(管理者向け)

スマートフォン
アプリ

（個別利用者向け）

機器制御用アプリ
（個別利用者向け）

鳥獣捕獲罠の

動作状況

鳥獣害対策

水田の水位 ハウス内の環境 圃場の外気象

スマート農業

遠隔監視・データ収集

用水路の水位 排水路の水位 ため池の水位

揚水機場の

機器稼働状況
排水機場の

機器稼働状況
頭首工分水工

の状況

用水管理・防災

気象計測
（気温・雨量・WBGT

等）

道路冠水

水田の水管理
自動化（給排水）

データ活用（遠隔操作等）

用水管理の
適正化省力化

スマート農業
の推進

田んぼダム

「スマート農村インフラ MITSUHA」の有する様々な機能から、地域の課題解決に必要な機能をセレクトして整備。
事後的な機能追加・拡張も、大規模な改修を行うことなく対応可能です。

運用管理・共有
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中山間地という制約の多い環境であるからこそ、課題、ゴールの設定はとても

重要。

限られた資源(ヒト・モノ・カネ)の有効活用が必須

技術ベースではなく、課題ベースで戦略・戦術立案を進める

生産者、行政、JA、土地改良区など、ステークホルダーの連携が重要。

地域で一体となった取組が必須

通信「インフラ」であるからこそ、二重投資を避けたい

国や道の支援精度も今後さらに拡充していく方向

技術の進化は日進月歩

最新技術に踊らされるべきではない、ものの、やはり情報のキャッチアップは必要

設定している課題とマッチするか技術を見極め、判断するためにも展示会やセミナーな
どでの積極的な情報収集が有効

我々のような通信事業者の立場からも積極的に支援していきます！

まとめ


